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	１．実施の背景
	２．請負内容
	2.5　既設電線の太さやブレーカー容量を確認すること。なお、太さや容量が不足する場合は本学担当職員と協議すること。電源工事が必要になる場合は、関連法令及び内線規程を遵守し必ず電気工事士が行うこと。
	2.7　室外機架台共を取り付けること。なおベランダに室外機を設置する場合、架台は樹脂製とする。
	2.8　冷媒配管は乾燥、清浄、気密の「冷媒配管施工３原則」に十分注意して施工すること。
	2.9　電動真空ポンプを使用して配管及び室外機の真空引きを行うこと。ゲージマニホールドの針が-0.1MPaであることを確認した後、15分以上放置のうえ、ゲージマニホールドの針が0MPAに戻らないこと（気密性）を確認すること。
	2.10　配管施工後の壁穴はパテで隙を埋めること。
	2.11　配管、配線は化粧テープを巻き、断熱処理を行うこと。
	2.12　設置完了後はガス漏れがないことを十分に確認のうえ、正常に動作しているかを確認すること。施工不良が認められた場合は、速やかに是正対応を行うこと。
	機器不良が認められた場合は、速やかに新品と交換すること。
	2.13　作業完了後は、作業箇所の清掃を行い、原状回復を徹底すること。
	４．請負完了期限
	令和８年７月３１日（金）まで
	なお、詳細な実施日程については、本学担当職員と協議して定めるものとする。
	５．その他
	・契約の細目は本学が定めた役務請負契約基準によるものとする。
	・代金は、検収後１回に支払うものとし、本学が適法な請求書を受理した日の翌月末日までに支払うものとする。
	・学生宿舎への入館に際し必要となるセキュリティカードを作業当日の下記営業時間内に本学事業推進部教育支援課学生支援係（以下、「学生支援係」とする。）まで受取に訪れること。また、当日の作業完了後に遅滞なく学生支援係まで返却を行うこと。 （営業時間：平日　8：30～12：00　13：00～17：15）
	・作業実施にあたっては、学内関係者及び宿舎入居者へ十分に配慮のうえ実施すること。
	・作業は原則として日中の時間帯に実施し、入居者の生活に配慮すること。
	・作業に伴う騒音および振動については、必要最小限となるよう配慮すること。
	・必要に応じて、設置に必要な事前調査または確認を行うこと。
	・入居者の都合により日程調整が必要となるため、事前に学生支援係及び入居者との連絡調整を十分に行うこと。
	・棟および号室については、変更となる場合があることから、必要に応じて協議のうえ決定するものとする。
	・作業実施の際は、周囲を養生し、入居者の私物や設備への十分な配慮を行うこと。万一損傷等が生じた場合は、受注者の責任において速やかに原状回復を行うこと。
	・学生支援係からの連絡があった場合に、迅速に対応する体制を整えておくこと。 ・その他の詳細については、本学担当職員と協議のうえ決定するものとする。
	（別紙）エアコン取り換え対象リスト
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